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1. 総合 芸術Originationの 概要

1978年 の初頭よ り, 私 見の総合芸術 を 、Origina-

tion"と 名付けて, これ を検証す るために種々の実

験 を行って来た。

それは命題"場 の理論の導入によって諸々の芸術

の総合化 を図る, 即 ち参加作家各人の表現 を要素 と

しそれ等の場 を介 した有機的相互作用によって芸術

現 象 を生 み出すこ とが可能か"に 基づ いて, 照明 ・

美術 ・音響 ・舞踊等のジャンルか ら参加 を得, 同一

場 ・同一水準で相互 にWorkを 行 いなが ら, 一・つの作

品 を作 り公開することを繰 り返 し試行 して来た。

メンバー構成は実働するCreator, 必要 な知識を

得 るためのAdviser, 観 察結果を得るためのObserver

か ら成っている。

実験方法は出来る限 り従来 の公演過程に準 じなが

ら, 各CreatorのWork (創作 ・討論 ・上演等) を繰

り返 し累積 し, 結果たる現象 をObserverに 提 示, そ

の観察結果 を参考 として実験 を重ね行 う形をとって

いる。

2. Origination IIの 実 験手順

前回の実験より観察結果 を検討 した結果, 下記の

問題が提起 された。

芸術 という前提 に立つ と, 場 の構成 (個々の要素

の統一 を含む ところの) を現象場に於ける相互作用

だけに限って要求 して も実現困難である。即ち従来

の総合芸術の多くは一つの思考形式 を役割分担に従

って個 々のジャンルの現象に転化 し, そ れを演出 と

い う手段で統一しているが 私共のOriginationで は

現象場 に参加 しているCreator (個々 の思考形式に

基づ くところの表現者) が場 を把握 し, それ と作用

す ることによって現象場 を構成 して行 くとい う瞬時

作用で, しか もCreatorに は統一性 と芸術性双方の

選択が要求されるために困難を伴った。

したがってこの体験か ら得 られた問題提起により,

Origination IIに 於 いては図1に 例示するような創作

段階での 偲 考場"に 於 ける相互作用, 及 び初期の

目標であるところの実質的な 個 の開系"を プログ

ラム化する必然を得た。

3. 実験結果 と考察

今 回は先の実験手順 の内, Work第 一 段階(全 体指

標の設定か らDemonstrationま で)に ついて実施 し

た。表1・2, 図2は その経過で以下に報告する。

実験の結果はCreativeWorkに 於 け る構造 ・構成

面でCreatorとObserverと の 一致 をみた ものの, 内

容面では一一致 しなかった。尚Observer側 での把握度

は 当然 なが ら一般 の方よ りも参加Creatorが 高 く,

図1. 実 験 手 順

表1. Creative Workと 第 書段 階 のWork経 過
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また美術 ・舞踊ジャンルよりも照明 ・音響 ジャンル

の方々が高かった。加 えてFlowに よ る部分表現にな

るとその 目標 を予測す ることはほとんど不可能に近

く, 提 出された用紙は 白紙 または完全に的はつれな

ものであった。

以上の結果を考察すると, 現 象こそが観者とCreator

との接点であ り, いかなる相互作用を行 うにも何等

かの現象を仲介 しなければ成立 しないこ とは明 らか

である。

しか しこの現象は所詮Creatorの 思考の一部分で

あ り, 作 る過程では全 く異質な対象となるだろう。

なぜ なら現象自体 は一個の生命体の如 きもので, 構

造化の過程では別個の語 りを有するが故である。当

然現象の種差は機能上 に違い を生ずるが。

依 って思考場での相互作用に於いては, 今 しばら

く現象 として言語 を使用 し, 個 の系の基準 としては

附記 された説明書 を起用することが望 ましいと判断

された。但 しこの時点では各 自分析が十分 とはいえ

ず, また芸術上の特殊 な思考形態を個 人差 ・ジャン

ル差 を越えて解決 し, 説 明するためには時間的に無

理 であった。

上記の如 き現象 自体の性格か ら, また説明という

言語による二重の表現での困難 さを緩和 させ る意味

で, 創 作の過程 を思考 ・転化 ・現象の三過程に分断

す る必要があると考察 された。

尚実験結果か らも判明する通り, Creatorの 個 の系

の全貌 を捉えるには各現象自体の方が言語説明より

もはるかに適 しているので, 今 回Creative Workは

今 後のWorkの 方 向性の基準 として合致すると判断

された。

4. 結 言

誠に非科学的な実験ではあったけれども今後, 相

互作用を基軸 として統一化す る総合芸術への手懸か

りとして, 以 下の可能性 を得た。

(1) 現 象 とそれに至る思考領域の係 りか ち, 思考

領域の拡大化。

(2) 現 象 の分断化。

(3) 現 象場 を重ね刷 りと見な した場合 の色彩認識。

上記の内, (2), (3) は既成の総合芸術の中で長 い

間下部構造に位置 した方々が, 今 回新たな創作方法

を開拓してCreative Workに 参加され, 彼 等のWork・

主 張及び現象把握方法等が重要 なヒン トとなったの

である。

尚これ等は作品 としても感動の対象 と成 り得たと

いうObserverの 報告 を附記 したい。

表2. Demonstrationプ ロ グ ラ ム
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